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（論文審査の要旨）
最近、胆嚢腫蕩の中で、 intracholecysticpapillary-tubular neoplasm (ICPN）とい
う名称の新しい疾患概念が提唱された。これは胆嚢内腔に乳頭状ないしポリープ状
の限局的非浸潤性臆癌（と1cm）を形成する腺系腫蕩と定義されている。本研究では
ICPNの臨床病理学的特徴の解析が行われた。
胆嚢癌切除材料 57例を対象に、 ICPNとnorトICPNに分類し、両者の臨床病理像
を比較した。さらに、免疫染色や遺伝子検索を施行し ICPNの細胞形質を検討した。
23例が ICPN、残りの 34例が non-ICPNに分類された。平均年齢は ICPN群が
69歳、 non-ICPN群は 74歳、男：女数は 14:9人、 15:19人、平均腫蕩径は 2.Bcm、
2.6cm、深達度 Tis+T1/T2+ T3は 14/9例、 13/21例、リンパ節転移陽性率は 6%、
43%、3年生存率は 91%、52%で、このうちリンパ節転移陽性率と 3年生存率に有
意差がみられた。 ICPNの細胞形質は胆道型 13例、胃型 8例、腸型 2例に分類さ
れ、醇の intraductalpapillary mucinous neoplasm (IPMN）とは異なっていた。 KRAS
遺伝子変異は ICPN13例中 1例のみに認められた。
以上より、 ICPNは豚癌において比較的予後良好といわれる勝 IPMNと類似の病
態と考えられるが、細胞形質は必ずしも勝JPMNと相同とは言えないと考察された。
本論文では、新しい疾患概念である ICPNの臨床病理学的特徴や細胞形質につい
て新しい知見を得ており、学位論文に値するものと判断した。
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